
 

消化器センター外科 
 

I．スタッフ紹介 

 

『消化器センター外科』 

 

役職： 消化器センター外科主任部長 

氏名： 寺嶋宏明 「専門領域：肝胆膵外科、消化器外科」 

資格： 京都大学医学博士、日本外科学会 指導医・専門医・認定医、日本消化器外科学会 指導

医・専門医、日本消化器外科学会 消化器がん治療認定医、日本肝胆膵外科学会 評議員、

日本肝胆膵外科学会 高度技能指導医、近畿外科学会 評議員 

 

役職： 消化器センター外科副部長（2013 年 6 月入職） 

氏名： 金澤旭宣 「専門領域：消化管外科、特に大腸外科・癌化学療法」 

資格： 京都大学医学博士、日本外科学会 指導医・専門医・認定医、日本消化器外科学会 指導

医・専門医、日本消化器外科学会 消化器がん治療認定医、日本内視鏡外科学会 評議員、

日本内視鏡外科学会 技術認定医（大腸）、日本がん治療認定医機構 がん治療認定医/暫

定教育医、日本臨床腫瘍学会 暫定教育医 

 

役職： 消化器センター外科副部長 

氏名： 上田修吾 「専門領域：消化管外科、特に胃外科・食道外科・癌化学療法」 

資格： 京都大学医学博士、日本外科学会 専門医・認定医、日本消化器外科学会 専門医、日本消

化器外科学会 消化器がん治療認定医、日本がん治療認定医機構 暫定教育医、日本がん

治療認定医機構 がん治療認定医、日本食道学会 食道科認定医/食道外科専門医 

 

役職： 消化器センター外科副部長（2013 年 5 月退職） 

氏名： 野村明成 「専門領域：消化管外科、特に大腸外科・癌化学療法」 

資格： 日本外科学会 指導医・専門医・認定医、日本消化器外科学会 専門医、日本消化器外科学

会 消化器がん治療認定医、日本内視鏡外科学会 技術認定医（大腸）、近畿外科学会 評

議員 

 

役職： 消化器センター外科副部長 

氏名： 飯田拓 「専門領域：肝胆膵外科、消化器外科」 

資格： 三重大学医学博士、日本外科学会 指導医・専門医、日本消化器外科学会 指導医・専門医、

日本消化器病学会 専門医、日本消化器内視鏡学会 専門医、日本肝胆膵外科学会 評議

員、日本肝臓学会 専門医、日本がん治療認定医機構 がん治療認定医 

 

役職： 消化器センター外科副部長 

氏名： 内田洋一朗 「専門領域：肝胆膵外科、消化器外科」 

資格： 関西医大医学博士、日本外科学会 専門医、日本消化器外科学会 専門医、日本肝臓学会 

専門医、日本移植学会 移植認定医、日本肝胆膵外科学会 評議員 

 

役職： 消化器センター外科副部長 

氏名： 吉冨摩美 「専門領域：消化器外科、一般外科」 

資格： 京都大学医学博士、日本外科学会 専門医・認定医 

 

 



 

役職： 消化器センター外科医員 

氏名： 井上善景 「専門領域：消化器外科、一般外科」 

資格： 日本外科学会 専門医 

 

役職： 消化器センター外科後期研修医（シニアレジデント） 

氏名： 川本浩史、戸田怜、岩村宣亜、後藤徹 

 

Ⅱ．診療・治療の特徴 

 

☆ 消化器センター外科の特色 

医学研究所が設立母体である当院は科学的根拠に基づき、患者に最適かつ最良の治療方法を見

つけだし、治療にあたることを理念とし医療を行っている。06年より従来の消化器内科と外科を統合

し発足した消化器センターにおいても消化器癌の治療に際し、最新の研究成果・知見をいかに臨

床に導入すべきかを検討しつつ、効率のよい集学的治療を目指している。ともすると敬遠されがち

な再発癌への対応としては初期治療のみならず、厳重な術後フォローアップに力を入れ、早期診

断、治療への新しい取り組みに努めている。 

年間の全手術数は 750~800 件、全身麻酔件数が 530～580 件である。 

 

食道癌 

年間手術症例は15～20例。ごく早期の癌に内視鏡的粘膜切除を行う以外は、開胸・開腹手術を標

準術式としている。進行食道癌に対しては術前化学療法を積極的に施行、良好な成績が得られて

いる。症例によっては、開腹操作は腹腔鏡下や用手的腹腔鏡補助下（HALS）の、開胸操作は胸腔

鏡下（VATS）の低侵襲手術を導入している。術後は必要に応じて放射線療法を併用している。早

期癌といえども予後不良な食道癌に対しては、徹底した集学的治療が必要と考えている 

 

胃癌 

年間手術症例は 70～80 例。早期胃癌については進行度に応じて、「内視鏡的粘膜切除術（EMR）

か内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）」または「腹腔鏡補助下胃切除（幽門側胃切除/噴門側胃切除

/胃全摘）」を選択する。通常の進行胃癌に対しては、幽門側胃切除または胃全摘+D2 リンパ節郭

清を標準術式としているが、高度進行胃癌（高度リンパ節転移例、スキルス胃癌など）に対しては、

診断的腹腔鏡で病変を正確に評価した上で、「術前化学療法」を 1～2 ヶ月施行した後に、根治術

を施行する治療戦略を施行し、良好な成績を得つつある。 

 

大腸癌 

年間手術症例は 150～180 例。結腸癌の早期癌に対しては、消化器センター内科において内視鏡

的切除術を第一選択として行っている。手術適応症例に対しては腹腔鏡補助下大腸切除術（年間

100～120 例）を原則としている。高度進行例でも根治性が期待できる切除可能進行癌においては、

徹底したリンパ節郭清・隣接臓器合併切除を積極的に行っている。直腸癌では術後のQOLを考慮

し、できる限り肛門温存、自律神経温存に努めている。 

大腸癌の大きな予後規定因子である肝転移に対しては積極的な肝切除を行っており、切除不能肝

転移症例に対しても、全身化学療法により肝転移巣を down-sizing させた後に、原発巣と肝転移巣

を切除する、新たな治療戦略を導入している。肝切除後の再発防止や切除不能進行再発症例に

対しては、FOLFOX/FORFILI の抗癌剤に Bevacizumab や Cetuximab/Panitumumab などの分子標

的治療薬を加える最新の全身化学療法を施行している。 



 

肝癌 

年間手術症例 30～40 例。肝細胞癌は、腫瘍因子（個数、位置、局在）と肝機能の総合的評価によ

り治療法が選択・決定される。当科では、肝機能が良好（肝障害 A または B）で単発または 2-3 個ま

でであれば、積極的に切除を行っている。また、肝細胞癌は慢性肝障害（HBV感染、HCV感染）が

ベースにあるため高頻度に再発する疾患であるが、消化器内科との協力の下、術後は厳重なフォ

ローアップを行っており、早期に再発を診断した上で、経肝動脈塞栓術（TACE）や経皮的ラジオ波

焼灼術（RFA）などの治療を実践している。また、症例によっては再切除も考慮している。再発予防

については、HCV 陽性患者に対しては、術後の 2 次再発予防目的でのインターフェロン治療も行

っている。 

一方、転移性肝癌（大腸癌由来）については、切除可能症例については積極的な肝切除を行って

いるが、切除不能症例でも、mFOLFOX6（症例によっては Bevacizumab や

Cetuximab/Panitumumab などの分子標的薬を併用）の全身化学療法によって腫瘍が縮小化した場

合には、切除の対象としている。 

 

膵胆道癌 

年間手術症例は 20～30 例。膵癌については、画像診断（MDCT, DWI-MRI, FDG-PET, perfusion 

CTなど）や内視鏡的診断（EUS, EUS-FNA）の進歩により2cm以下のT1症例の診断が可能となり、

StageⅠ/Ⅱ症例では、5 年生存率 60％以上の成績を挙げている。進行膵癌については、拡大リン

パ節郭清の意義が疑問視されているが、当科では上腸間膜動脈右半神経叢郭清を含めた D2 リン

パ節郭清を行い、門脈合併切除も積極的に行っている。また術後補助化学療法（Gemcitabine や

S-1）を追加することで治療成績向上を目指している。一方切除不能進行膵癌に対しては、病変の

状況により（局所進行か遠隔転移か）、全身化学療法（Gemcitabine 単独、S-1 単独、

Gemcitabine+S-1 など）や放射線療法、放射線化学療法を選択しており、これらの術前治療で切除

に移行できた症例も経験している。 

胆管癌については、血管浸潤例を含めて外科的切除を原則としており、中・下部胆管癌には亜全

胃温存膵頭十二指腸切除、肝門部・上部胆管癌には肝切除+胆道再建を基本術式としている。縮

小手術（胆管切除+胆道再建+リンパ節郭清）は、非常に早期の胆管癌や超高齢や合併症を有する

risk の高い症例に対してのみ行っている。広範囲進展型胆管癌では、術前門脈塞栓後に、肝膵同

時切除（HPD）を施行する。また、肝動脈/門脈合併切除再建症例も積極的に導入している。 

胆嚢癌については、壁深達度に応じて、m 癌は単純胆摘（全層）、mp 癌は胆摘+リンパ節郭清、ss

癌は肝床切除+リンパ節郭清（+胆道再建）、se 癌以上では肝切除（S4a+S5 切除または右肝切除）+

胆道再建+リンパ節郭清、を基本術式としている。 

胆道癌で葉切除以上の肝切除が必要でかつ残肝容量が少ない場合には、術前門脈塞栓術（経皮

経肝的アプローチまたは経回腸静脈的アプローチ）を行い、残肝肥大を得た上での安全な手術を

実施している。 

 

その他 

胆石症は年間 150～180 例（腹腔鏡下切除は 100～150 例）、ヘルニアは年間 100～150 例（鼠径

ヘルニアは Kugel 法（後方アプローチ）を基本術式としている）。 

 

医療設備： MRI、MD-CT、造影超音波診断装置、血管造影装置、RFA（ラジオ波焼灼装置）、腹腔

鏡下手術装置、超音波外科吸引装置（CUSA）、VIO、Vincent 3D 画像解析システム、da Vinci ロボ

ット支援外科手術システム 



 

Ⅲ．研究 

①主催研究会 

★北野病院消化器センターK2-Net：2013/4/25, 2013/10/3 

★北大阪消化器外科合同カンファレンス：2013/9/5 

 

②研究活動内容；文部科学省・その他団体（平成 25 年度新規取得分も含む） 

★上田修吾：CHP/NY-ESO-1 ポリペプチドがんワクチンの術後食道癌症例を対象とした多施設

共同前期第 II 相臨床試験（三重大学）（厚生労働省科学研究費補助金 平成 23-25 年度、研究

分担） 

★上田修吾：固形腫瘍微小環境と細胞内レドックス制御による腫瘍幹細胞の抗癌剤抵抗性の克

服（科学研究費助成事業学術研究助成基金助成金（基盤研究 C 平成 24-26 年度） 

★内田洋一朗：肝虚血再灌流障害における新しいメカニズムの解明－Ｔ細胞の役割について－

（日本学術振興会 科研費若手研究 B 平成 23-25 年）） 

★内田洋一朗：最大限の病変摘出と機能温存を両立するパルスジェットメスの開発（経済産業省 

東北経済産業局 平成 25 年度地域新成長産業創出促進事業（先進医療機器開発等産学連携

プロジェクト事業））（東北大学との共同研究） 

★内田洋一朗：肝虚血再灌流障害における新しいメカニズムの解明－Ｔ細胞の役割について－

（日本学術振興会 科研費若手研究 B（平成 23～25 年度）） 

★内田洋一朗：免疫寛容誘導による肝虚血再灌流障害の軽減に関する検討（平成 25 年度 上原

記念生命科学財団研究奨励金） 

★内田洋一朗：肝障害における自然免疫の機能解明（財団創設 80 周年記念事業 探索医学プ

ロジェクト 平成 25-26 年度） 

★内田洋一朗：TLR-4 (Toll-like receptor-4) 経路に関するリコモジュリンの有用性の検討（平成

25 年度 旭化成学術研究助成費） 

★飯田拓：脂肪肝過小グラフト移植におけるグラフト機能不全の克服：ドナープール拡大を目指

して（日本学術振興会 科研費若手研究 B（平成 25～27 年度） 

★寺嶋宏明：自然免疫支配下の T 細胞の存在意義の追求‐なぜ肝障害を制御できるのか？‐

（挑戦的萌芽研究 平成 25-26 年度） 

 

③共同研究施設（外科） 

☆ 京都大学医学部 肝胆膵移植外科 

☆ 京都大学医学部 消化管外科学 

☆ 三重大学医学部 遺伝子・免疫細胞治療学 

 

        



 

学会発表 

1. 寺嶋宏明、川本浩史、岩村宣亜、関戸茉美、戸田怜、井上善景、門野賢太郎、吉冨摩美、内田

洋一朗、飯田拓、野村明成、上田修吾  大腸癌肝転移に対する術前化学療法の適応症例を

選択する至適因子は何か？～nomogram 解析に基づく retrospective 検討～  第 113 回日本外

科学会定期学術集会 2013/4/11-4/13 （福岡） 

2. 上田修吾、岩村宣亜、戸田 怜、川本浩史、井上善景、門野賢太郎、吉冨摩美、内田洋一朗、飯

田 拓、野村明成、寺嶋宏明  腹膜播種を有する胃癌に対する導入化学療法と胃切除術の意

義 第 113 回日本外科学会定期学術集会 2013/4/11-4/13 （福岡） 

 
2013 年（1 月～12 月）手術症例数 

  
  例 

  

 

1 全手術数（外来手術を含める） 
  

738 例 
  

         
  

   
2 鏡視下手術（補助下手術を含む、EMR・ESDは含まず） 288 例 

  

         
  

   
3 全麻手術数 

    
572 例 

  

         
  

   
4 緊急手術数 

    
116 例 

  

         
  

   

5 術式別手術件数 
     

※うち鏡視下手術 

(下記記入例参照） 

             
  

(1) 食道癌切除術 
   

12 例 0 例 

  
(2) 幽門側胃切除術（幽門保存切除術を含む） 41 例 12 例 

  
(3) 胃全摘術（噴門側胃切除術を含む） 

 
24 例 10 例 

  
(4) 結腸切除術 

    
100 例 57 例 

  
(5) 直腸前方切除術 

   
46 例 37 例 

  
(6) 直腸切断術 

    
0 例 0 例 

  
(7) 肝切除術（葉切除以上） 

  
5 例 0 例 

  
(8) 肝切除術（区域・亜区域切除術） 

 
10 例 4 例 

  
(9) 肝切除術（上記以外） 

  
15 例 7 例 

  
(10) 膵頭十二指腸切除術 

   
15 例 0 例 

  
(11) 膵体尾部切除術（胃癌手術に伴うものは除く） 5 例 0 例 

  
(12) 膵切除術（その他） 

   
1 例 0 例 

  
(13) 乳癌手術 

    
0 例 0 例 

  
(14) 胆嚢摘出術 

    
165 例 108 例 

  
(15) 脾摘術 

    
18 例 9 例 

  
(16) 虫垂切除術 

    
55 例 23 例 

  
(17) ヘルニア手術（小児を除く） 

  
107 例 7 例 

  
(18) 良性肛門疾患に関する手術 

  
0 例 0 例 

  
(19) 小児外科手術（ヘルニアも含む） 

 
0 例 0 例 

             
  

※ 鏡視下手術（補助下手術を含む）例数をお書きください。EMR・ESDは除きます。 

  
  例えば、胆嚢摘出術で鏡視下手術が 29例、開腹手術が 3例であれば、     

  
  胆嚢摘出術        32 例 29 例 
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3. 野村明成、吉冨摩美、井上善景、岩村宣亜、戸田怜、川本浩史、門野賢太郎、内田洋一朗、飯

田拓、上田修吾、寺嶋宏明  腹腔鏡下直腸低位前方切除術 〜骨盤底までの解剖学的剥離と

縫合不全を起こさない直腸切離・吻合方法の定型化〜 第 113 回日本外科学会定期学術集会

2013/4/11-4/13 （福岡） 

4. 飯田拓、寺嶋宏明、内田洋一朗、岩村宣亜、川本浩史、戸田怜、井上善景、門野賢太郎、吉冨
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